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第24回全国女性建築士連絡協議会 A分科会                 

発表担当者として準備してきたこと     

茶谷 亜矢 

 

 ２月２８日に行なわれる、A分科会発表のため委

員会は専用プロジェクトを発足し、1月から本格始

動しました。内容はここ数年女性委員会が防災委員

会とコラボして行ってき避難所運営ゲームHUGへ

の取り組みを報告するということで、準備を進めて

きました。鎌倉市での学校防災集会の勉強会参加、

同市役所防災課への取材、防災委員主催セミナー参

加と数え切れないほどの担当打合せを経て、発表用

パワーポイントを作成し、発表時は、参加者による

ミニHUG体験実施も計画し準備し、オリジナルの

HUG体験用キットを用意しました。単なる発表者

による一方的な説明や報告ではなく、テンポよく聞

き手を引き込んでいく雰囲気を作りたくて、ニュー

スキャスターになぞらえた発表形式をとり、台本を

準備し練習をしてまいりました。 

そんな中、合同発表コメンテーターの浦委員長の

妊娠による体調不良からの緊急入院による当日の不

参加という大変喜ばしいハプニングがありました。

そこで、浦委員長の代役としてアシスタントに高橋

さん横山さんを迎え、無事に発表を終えたのでした。 

発表に手作りの女性委員会らしさを出そうと、各

班の班名表示スタンドとHUGカード入れを、女性

委員会カラー(オレンジ)で製作しました。参加者か

らも、どこで型図をダウンロードできるのかと質問

されるくらい好評で、私のオリジナルと聞き残念そ

うでした。 

 

※写真：箱（茶谷オリジナル）を開封するとカード

が入っている。 

 

※写真 A班でのシミュレーションゲームの様子 

当日持込のPCと会場のプロジェクターが合わず

前発表者の方のPCをお借りして設定するというト

ラブルもありましたが、テンポよく時間通り発表を

終えることができました。もっと盛り込めたかなと

思う余裕があったくらいです。 

 終わってからメンバーが、「私達の発表が一番楽し

い発表だったと思う！」と言ってくれたのが、とて

も嬉しく思いました。各地の女性委員会でも初めて

の体験だった方が多く、こういった活動の必要性が

あることを改めて認識しました。 

 事前の綿密な準備、浦委員長との毎日の打合せか

ら、防災委員会の東委員長・長井副委員長、防災塾

だるまの荏本先生（神奈川大学）、白田さん、成松さ

ん、当日ファシリテーターの方々ほか、多くの方の

サポートを頂きました。この場を借りて感謝を述べ

させてもらいます。ありがとうございました。 

今回の活動を通じ、このような体験シミュレーショ

ンゲームを各地で行い防災意識をよりいっそう高め

ていく必要があると感じました。今後も続けていく

予定ですのでよろしくお願いします。 
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第24回全国女性建築士連絡協議会 A分科会 

HUG ファシリテーター担当として参加してみて         

安藤 めぐみ 

 

「避難所運営シュミレーションゲーム HUG」の縮

約版で、私はゲームがスムーズに進行するための誘

導役となる「ファシリテーター」を担当しました。 

本番の前には何度か担当者で集まり、ゲームの進

行方法や手順、タイムスケジュールなど綿密な調整

を行いましたが、調整が細部に渡れば渡るほど、相

反して緊張をしていきました。このゲームには意見

のまとめ役となる「リーダー」と、最後に代表して

発表を行う「発表者」、その両者の架け橋となるべく

「書記」の役割分担をゲーム進行の前に設定する必

要があります。この中でも意外と大仕事なのが「書

記」の方です。「リーダー」が最終決定したことを付

箋に書き写し、かつ「発表者」が最後に困らない様、

文字数や付箋を貼り付ける位置にまで気をつかわな

ければならないからです。 

当日ファシリテーターである私は、緊張の中無事に

この役割分担を終え、小話なども散りばめ、滞りな

く縮約版HUGを終了する事ができました。 

各班の発表について、今回は縮約版でしたので、

全班が発表するわけではなかったのですが、すこし

残念な気がしました。発表のために、ゲームで触発

された有意義なディスカッションをしたわけではな

いのですが、書記の方が速記で美しく付箋を貼り分

けてくださった台紙を見ると、私は発表したかった

と思いました。 

今回の体験型活動報告により、体験された方の中

で一人でも、このゲームを各地域にて開催したいと

考えてくださる事になれば良いと思う事と、同時に、

神奈川県でこれから活動していく中で、この経験を

また活かし更にこの防災体験ゲームをブラッシュア

ップできれば良いと思います。 

緊張していたのが嘘のように最後は楽しく終わ

る事ができ、素晴らしい分科会発表となりました。 

 

※E班の台紙 （班によってかなり異なる。） 

 

※写真：全体会会場にて議長と記念写真 

平成２６年度テーマ 

 「未来へつなぐ居住環境づくり」 

～大切にしたい暮らし方～ 

 
※写真：女性委員会の参加者のみなさん 

 

第24回全国女性建築士連絡協議会委員長会 

副委員長 横山 夕岐子 

 

今年は東京での開催となります、第24回全国

女性建築士連絡協議会委員長会議に出席いたしま

した。委員長代理として初めての参加ということ

もあり、多くの驚きと刺激を頂きました。 

各都道府県の女性建築士の方々が集まり、各地域

の活動報告を行います、女性特有のやわらかい雰

囲気で会は進みました。しかし、やわらかい雰囲

気だけでなく、一人一人の発言には大変説得力が

あり、男性顔負けとも言える力強さもありました。 

 また、今年の10月に開催される建築士会全国

大会は、北陸新幹線も開通したばかりの金沢にて

開催されます。石川県建築士会からのPRにより、

今盛り上がりを見せてる金沢への期待がより一層

膨らみました。 

 今後、女性たちならではの「建築」の在り方を

広め、伝えていけることを楽しみにしております。 
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